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奨学金継続願下書き用紙 

注意事項 

・この「奨学金継続願下書き用紙」は「奨学金継続願」をオンライン入力するための下書き用紙です。必ず海外貸与奨学金の適格認

定ホームページから以下設問の回答をオンライン入力し、必要書類を添付して提出してください。 

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/kaigai/tekikakunintei.html 

・「奨学金継続願」を期限までに提出しない場合は、奨学生の資格を失います。 

・奨学金の継続を希望しない場合は、直ちに、辞退の「異動願（届）」を提出してください。 

・2、3 ページの赤枠の該当箇所 3 箇所は、下の黄色枠内にある「あなたの奨学金個人データ」(※4)～(※6)を転記してください。 
 

提出期限:2026 年１月 31 日（土） 
 
 

 

あなたの「奨学金個人データ」をお知らせします。 

                                   (※1)～(※3)はオンライン入力で使用します。 

奨学生番号              （※2）    

氏名                     様 （※3）   

【あなたの収入】（b）日本学生支援機構の奨学金                       万円 （※4） 

【あなたの支出】（7）機関保証制度の保証料                      万円 （※5） 

あなたの奨学金貸与終期                      年        月 （※6） 

 

 
    

現在籍学校名（日本語又は英語） 

※編入学をした場合は、手続きが必要です 
 

学部・学科／研究科・専攻  

国内連絡者現住所  あてはまるものを選択してください。 

○ 変更なし  ○ 変更あり（「住所変更届」もご提出ください） 

返
還
の
義
務 

奨学金制度は、意欲と能力のある皆さんが経済的に自立し、自らの意思と責任により学生生活を送れるよう支援するもので

す。また、貸与された奨学金は返還する義務があります。先輩奨学生の返還金が、直ちに後輩奨学生の奨学金として循環運

用される仕組みとなっており、返還金が確実に返還されないと、次代の奨学生の採用に重大な支障をきたすことになります。

奨学生ひとりひとりがこのような制度の仕組みを理解し、責任を持って返還をすることが重要です。 

 

あなたは返還の義務を自覚していますか。 

○ はい   ○ いいえ（奨学金の継続はできません） 

学
業
不
振
の 

場
合
の
処
置 

以下のいずれかに該当する場合は、奨学金の交付について「廃止」(又は「停止」)の処置がとられます。 

・卒業延期が確定した（又は卒業延期の可能性が極めて高い）場合 

・当年度の修得単位（科目）数が皆無の（又は極めて少ない）場合 
 

あなたは学業不振の場合の処置について理解していますか。  

○ はい    ○ いいえ（奨学金の継続はできません） 

経
済
状
況 

学生生活費の状況など、経済状況は奨学金申込時又は前回の継続願提出時と比較して変わりましたか。 
 

○ 好転した   ○ ほぼ変わらない   ○ 苦しくなった 

 
 
 

照会番号         
（※1）

  

国内連絡者宛に郵送している「奨学金継続願下書き用紙」

から該当項目を転記してください。 
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経
済
状
況 

 
【あなたの収入】あなたの前年度 12 月から今年度 11 月の収入に関する金額を入力してください。 

（2024 年 1 月以降に奨学金の貸与を開始した場合は、貸与開始年月から 11 月の収入金額を入力してください。） 
※1 万円未満切り捨て 

（a）家庭からの給付（両親等からの仕送り、家庭が支払った授業料・家賃含む）  万円 

（b）日本学生支援機構の奨学金（貸与額通知書に記載の振込額の合計）  万円（※4）転記してください） 

（c）日本学生支援機構の給付奨学金、日本学生支援機構以外の奨学金  万円 

（d）アルバイト等収入  万円 

（e）配偶者の定職収入(大学院在籍者で定職収入のある配偶者がいる場合のみ入力）  万円 

（f）その他(貯蓄等を取崩した額や臨時収入等）  万円 

                        収入合計(Ａ)：(a)+ (b)+ (c)+ (d)+ (e) + (f)  万円 ⇒ 入力項目 
 
【あなたの支出】あなたの前年度 12 月から今年度 11 月の支出に関する金額を入力してください。 

（2024 年 1 月以降に奨学金の貸与を開始した場合は、貸与開始年月から 11 月の支出金額を入力してください。） 
※1 万円未満切り捨て 

（1）学費（授業料・施設費などの学校納付金等を含む。） 

 
万円 

（2）修学費 （教科書、図書費、文具購入費、課外活動費、通学費等を含む。） 

 
万円 

（3）家賃（共益費等を含む。敷金礼金等の特別支出を除く。）  万円 

（4）食費  万円 

（5）光熱水料通信費（携帯電話等の通信費を含む。）  万円 

（6）その他（医療費、娯楽・し好費等）  万円 

（7）機関保証制度の保証料                

 

万円（※5）転記してください 

           支出合計(Ｂ)：(1)+ (2)+ (3)+ (4)+ (5)+ (6)+ (7)  万円 ⇒ 入力項目 

           収支差（≧0）： 収入合計(Ａ)－支出合計(Ｂ)  万円 ⇒ 入力項目 

あなたの経済状況を具体的に入力してください。 
 

学
生
生
活
の
状
況 

この１年間の学生生活の状況などを入力してください。 

  例:課外における活動の参加、 ボランティア等の社会参加 

 

学
修
の
状
況 

この１年間の授業出席状況について、あてはまるものを選択してください。  

○ 全部もしくはだいたい出席した     ○ 左記以外(以下にその理由をご入力ください) 

「左記以外」を選択した人は、その理由を具体的に説明してください。  

〔 理由 〕 
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学
修
の
状
況 

この１年間の学修に対する取組みの姿勢について、あてはまるものを選択してください。 

  ○ 熱心に取組んだ    ○ 取組みが不十分だった(下記にその理由をご入力ください)  

  

「取組が不十分だった」を選択した人は、その理由を具体的に説明してください。 

〔 理由 〕 

卒 

業 

予 

定 

期 
 

※ 2025 年 11 月 1 日以降に取得した「在籍証明書」をご用意ください 

「在籍証明書」の卒業予定期について、あてはまるものを選択してください。  

    ○「在籍証明書」に卒業予定年月の記載あり 

    ○「在籍証明書」に卒業予定年月の記載なし、又は卒業予定学期 

（セメスター）の記載あり 
 

 

卒業予定年月を入力してください。 

   前設問が「「在籍証明書」の卒業予定年月の記載あり」の場合 → 「在籍証明書」に記載の卒業予定年月を入力してください 

          「「在籍証明書」に卒業予定年月の記載なし、又は卒業予定学期」の場合 → 学校担当者と相談の上決定した卒

業予定年月（最終授業／試験が行われる年月）を入力してください   

卒業予定年月  年  月 

 

上記の卒業予定年月とあなたの奨学金貸与終期の一致状況について確認してください。（※6）転記してください  
   年  月 

卒業予定年月と奨学金貸与終期が一致する  → 次のページへ 

卒業予定年月と奨学金貸与終期が一致しない  → 理由について、以下①～⑪から選択してください。 

   

 ① 
 

在籍証明書には卒業式の月又はビザの在留期限が記載されている（実際より⾧く記載されている）が、最終
授業／試験はそれより早く行われるため（当初の卒業予定年月のまま変更なし）。 

 

 ② 
 

当初の予定（奨学金貸与終期）より早く卒業することになったため（例:当初の予定よりも早く、規定の単
位数を取得することができた等）。 

 

 ③ 学校を変わった（編入学した）ことにより、卒業期が早まった（又は延びた）ため。  
 

④ 被災・災害（感染症）の影響で予定したスケジュールで授業を履修できず、卒業期が延びたため。  

 ⑤ 先に提出した学校発行の在籍証明書の卒業予定年月に誤りがあり、卒業期が早まった（又は延びた）ため。  

 ⑥ 学校内で専攻を変更（転学部・転学科）したことにより、卒業期が早まった（又は延びた）ため。  

 ⑦ 学校のカリキュラム変更により、卒業期が延びたため。  
 

→ ③～⑦ は、異動手続きが必要です。「奨学金継続の手続きについて（重要）」の４ページを参照してください。  

   ⑧ 成績不振により修得単位数が極めて少ない（又は皆無の）学期があり、卒業期が延びたため。  
 

⑨ 自己都合により履修科目数が極めて少ない（又は皆無の）学期があり、卒業期が延びたため。  
 

 ⑩ 成績が進級の基準を満たさず、卒業期が延びたため。  
 

 ⑪ 過去に機構に手続きをしていない休学した期間があり、卒業期が延びたため。(※手続き済の方は、入力しな
いでください) 

 

 →未手続の方は、休学した期間を入力してください。 

   
 年  月 ～  年  月 

 

 

あなたの奨学金貸与終期 
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１．提出前最終チェック  ※以下□に✓を記入し、全ての記載があることを確認してから提出してください。 
 

①「在籍証明書」 
□発行日（2025年11月1日以降） 

□卒業予定年月 

□学校名 

□日本語訳 

□学生氏名 

②「成績証明書」 
□トータル１年間分の成績        

□学生氏名               

□学校名 

□日本語訳 

 

③「アカデミックカレンダー 
（学事暦）」 

□学校名                          

□最終授業／試験月    

□各学期の授業開始／終了月 

□日本語訳 
 

 
2．入力時の注意 
「奨学金継続願」をオンライン入力後、提出書類を添付・送信しないで入力を終了しているケースが発生しています。以下
STEP 4 の画面が表示されたことを必ず確認してから入力を終了してください。 
 
STEP 1 「奨学金継続願」を入力 → STEP 2 添付用のリンクが出現 → STEP 3 リンク先に提出書類を添付・送信 → 
 
STEP 4 右の画面が表示されたことを確認 

 

 

 
3．入力後の記録 
「奨学金継続願」入力後、確認のメールや受付番号は発行されません。提出確認のため、以下に提出年月
日、提出時刻を記入してください。 

 

 
 

ア 

ン 

ケ 

䤀 

ト 
 

奨学事業実施上の参考とするため、次のアンケートにお答えください。 

なお、このアンケートは、奨学金継続願の内容に影響を及ぼすものではありません。 

奨学金が受けられなかった場合についてお答えください。 

○ 修学が困難（不可能）となる。 

○ 修学は可能だが、自分が学びたい分野や学校での修学は困難となる。  

○ 修学は可能だが、アルバイト等が不可欠で、勉学に支障が出る。  

奨学金の貸与を受けたことによって、勉学に励む時間が変化したかどうかお答えください。 

○増加した 

○やや増加した  

○あまり変わらなかった  

現在、貸与を受けている月額についてお答えください。 

○適切である 

○少ない  

○多い  

奨学金継続願入力日   年    月    日      時   分 

 ご入力いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は，機構の奨学金貸与業務（返還業務を含む）のために利用されます。この利用目的の適

正な範囲内において，当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む）が，学校，金融機関，文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供され

ますが，その他の目的には利用されません。機関保証加入者については，機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に提供

されます。また，行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は，適正な範囲内においてあなたの情報が提

供されます。 


